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鳥取県米子市
総合政策部都市創造課
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Ⅰ. プロジェクト全体像

実施事業・事業規模・実施主体

R5年度実施事業
規模(配分ベース) 【千円】

実施主体
事業費 国負担分

(1) 航空測量 6,500 3,250 国際航業株式会社

(2) 都市計画基本図更新 42,400 21,200 国際航業株式会社

(3) 3D都市モデル整備（LOD1） 10,000 5,000 国際航業株式会社

(4) 3D都市モデル整備（LOD2） 5,000 2,500 国際航業株式会社

(5) 3D都市モデルビューワ整備 1,500 750 国際航業株式会社
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Ⅱ. 3D都市モデルの整備

整備する3D都市モデルの概要

整備エリア図整備対象地物

地物名 整備状況 範囲

建築物

LOD1 R5年度整備
89.83㎢
（米子境港都市計画区域）

LOD2 R5年度整備
0.4㎢
（観音寺地区）

道路 LOD1 R5年度整備
89.83㎢
（米子境港都市計画区域）

都市計画
決定情報

LOD1 R5年度整備
89.83㎢
（米子境港都市計画区域）

土地利用 LOD1 R5年度整備
89.83㎢
（米子境港都市計画区域）

災害リスク LOD1 R5年度整備
89.83㎢
（米子境港都市計画区域）

地形 LOD1 R5年度整備
89.83㎢
（米子境港都市計画区域）

LOD1（建築物、
道路、都市計画決
定情報、土地利用、
災害リスク、地形）

R5年度（89.83km2）

R6年度（42.59km2）

LOD2（建築物） 観音寺地区（0.4km2）

※米子境港都市計画区域を除く米子市全域（42.59㎢）は
R6年度整備予定
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

ユースケース開発の概要

テーマ 都市計画・まちづくり

ユースケース
名称

都市空間に関する情報の集約による行政事務の効率化

目的 都市空間に関する情報を3D可視化し一元化することで、都市計画立案の検討や窓口業
務の効率化、民間開発における情報収集の効率化のために活用する。

概要 3D都市モデル上に都市空間に関連するデータを重ね合わせ、データ利活用の推進を図り、データの流通、
活用することで自立的で個性豊かな地域社会の形成、新たな事業の創出を目指す。

実施体制・
役割分担

国際航業株式会社[データ作成・3Dビューワ構築]
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

アウトプットイメージ

• 3D都市モデルビューワ（3D都市モデルに都市計画情報や施設情報を実装し都市空間を可視化）をアウト
プットとし、まちづくりの庁内検討に活用。

都市空間データの可視化（岡谷市での事例）



Copyright © 2021 by MLIT. All rights reserved.
6

県内市町村における3D都市モデルの整備状況について（LOD1）

境港市
R4・5年度採択

鳥取市
R2年度整備※

米子市・日吉津村
R5年度採択

Ⅳ. R5年度事業化に向けた検討・調整経過について

※ 鳥取市作成範囲 用途地域とL2洪水浸水想定区域および津波浸水想定区域を包含する範囲（61.47k㎡）

米子境港都市計画区域
122.78k㎡
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Ⅳ. R5年度事業化に向けた検討・調整経過について

’22/4月～ ９月 10月 ‘23/1月 2月～3月

国
の
動
向

米
子
市
の
動
向

概算要望調査② 本要望調査
内示
示達

補助金
説明会

個別ヒアリング

4月～

【窓口】
都市計画部局

【３D都市モデル活用検討】
【関係部署】
・防災部局
・DX部局
・文化観光部局 ほか

情報共有

【３D都市モデル活用検討】
【関係部署】
・都市計画部局

方針検討

 航空写真測量

 都市計画基本図更新

 3D都市モデル整備（LOD1）

 都市空間に関する情報の集約
による行政事務の効率化

 3D都市モデルビューワー整備

11月～12月

【３D都市モデル活用具体化】
・事業者へのヒアリング（発注方式等含む）
・見積り取得（本要望用）
・予算措置（財政部局との折衝・首長説明等）
・日吉津村との共同整備について検討

交付
申請

発注本要望

6月～8月

補助金
説明会

概算要望
調査①

個別
ヒアリング

＜日吉津村との共同整備に向けた検討過程＞

●当初は本市単独での整備の可能性も含めて検討して
いた。（補助事業では困難と考えていた。）

●本市全域の浸水シミュレーション等に活用する際には、
日吉津村の3D都市モデルが必要となる。

●日吉津村と共同で実施が可能か事務局に確認
→本市と日吉津村が個別で要望する必要があるが、
共同で実施することは可能と回答あり

●3D都市モデルの共同整備を日吉津村に相談
→共同で整備することが決定※（UCは本市と同様）

●米子境港都市計画区域全域の3D都市モデル整備
が実現（境港市はR4に採択）

※ 日吉津村は早期実装タイプで要望、採択

【３D都市モデル活用検討】
・UC事例の資料確認
・既存資料の確認

【航空測量会社】
・事業者へのヒアリング
・見積り取得（概算）

概算要望

【LOD2整備範囲検討】
【関係部署】
・都市計画部局

LOD2整備検討

 LOD2整備追加（観音寺地区）

 立地適正化計画における居住誘
導区域の浸水シミュレーション及び
避難ルートの検討

（UCはR6年度実施予定）

＜都市計画基本図更新の背景＞

●都市計画基本図の更新時期と
なったR4年度から補助金事業等
を活用した更新ができないか検討
していた。

●以前から都市計画基本図の更新
は日吉津村と共同で実施してきた
経緯があり、今回の更新においても
日吉津村は本市と共同での更新
を希望していた。

LOD2整備追加

活用検討
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Ⅴ. R5年度の実施フロー

‘24/1月～3月

国
の
動
向

米
子
市
の
動
向

’23/4月～5月

交付
申請

発注

個別ヒアリング
データ
納品

【実施計画書】
・実施計画書作成（4月）
・国土交通省等との協議・調整（4月～7月）
・実施計画書完成・確定（7月）

【データ検討・収集整備】（4月～8月）
・3D都市モデル整備内容の検討・調整（4月～6月）
・必要データの検討（6月）
・必要データの収集・整備（7月～8月）

【データ整備】（9月～11月）
・LOD1整備（米子境港都市計画区域89.58㎢）
・LOD2整備（観音寺地区0.4㎢）

【ＵＣ開発】（11月）
・データ変換
・諸元入力
・都市空間シミュレーションの実施
・シミュレーションの分析・とりまとめ

【オープンデータ / 可視化】
・G空間情報センターにて公開
・PLATEAU VIEWに掲載

6月～10月 11月～12月

【事業計画書】
・実施計画書の協議内容を踏まえ、
適宜更新

【HP公開】（3月）
・米子市HPにて公開

【データ取得】（6月～11月）
・航空測量（6月）米子市全域
・都市計画基本図作成（7月～11月）

【オープンデータ化】（12月～2月）
・品質検査
・3D都市モデルの修正
・オープンデータ化

＜事業者選定・発注における留意点＞

●発注にプロポーザル方式を採用することで、

・ 事業者からの柔軟な発想による有益な提
案（整備範囲の追加など）を受けることが
できた。

・ 関係部局の職員を評価員に指名すること
で、総合的に審査することができた。

・ 契約時に協議をすることにより、提案時の
内容から変更する（提案内容の追加
など）ことができた。

というメリットがあった。


